
中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
短
作
文
①
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                          

一 

例
を
参
考
に
、
次
に
示
す
語
句
を
使
っ
て
、
四
十
字
以
内
で
短
作
文
を
作
り
な
さ
い
。 

 

(

例)

【
堂
々
と
】 

 
 

→
彼
は
体
格
も
よ
く
冷
静
沈
着
な
性
格
な
の
で
、
街
を
行
く
に
も
堂
々
と
し
て
い
る
。 

 

       
 

○
【
は
な
は
だ
】 

      
 
 

 

  

○
【
ふ
た
た
び
】 

        

○
【
全
然
】 

       

二 

意
味
調
べ
を
し
て
、
語
句
の
意
味
を
定
着
さ
せ
な
さ
い
。 

  
 

 

 

《
ポ
イ
ン
ト
》 

 

・
与
え
ら
れ
た
語
句
の
意
味
を
正
し
く
理
解
す
る
。 

・
主
語
・
述
語
の
あ
る
完
全
な
文
と
し
、
解
答
欄
の
八
割
以
上
を
満
た
す
。 

 

・
場
面
や
条
件
を
設
定
し
、
説
得
力
の
あ
る
文
と
す
る
。 

 

・
与
え
ら
れ
た
語
句
が
、
文
中
で
適
切
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
検
討
す
る
。 

 

は
な
は
だ 

 

ふ
た
た
び 

 

全
然 



中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
短
作
文
②
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                          

一 

例
を
参
考
に
、
次
に
示
す
語
句
を
使
っ
て
、
四
十
字
以
内
で
短
作
文
を
作
り
な
さ
い
。 

 

(

例)

【
堂
々
と
】 

 
 

→
彼
は
体
格
も
よ
く
冷
静
沈
着
な
性
格
な
の
で
、
街
を
行
く
に
も
堂
々
と
し
て
い
る
。 

 

       
 

○
【
た
ぶ
ん
】 

      
 
 

 

  

○
【
あ
ら
ゆ
る
】 

        

○
【
い
わ
ゆ
る
】 

       

二 

意
味
調
べ
を
し
て
、
語
句
の
意
味
を
定
着
さ
せ
な
さ
い
。 

  
 

 

 

《
ポ
イ
ン
ト
》 

 

・
与
え
ら
れ
た
語
句
の
意
味
を
正
し
く
理
解
す
る
。 

・
主
語
・
述
語
の
あ
る
完
全
な
文
と
し
、
解
答
欄
の
八
割
以
上
を
満
た
す
。 

 

・
場
面
や
条
件
を
設
定
し
、
説
得
力
の
あ
る
文
と
す
る
。 

 

・
与
え
ら
れ
た
語
句
が
、
文
中
で
適
切
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
検
討
す
る
。 

 

た
ぶ
ん 

 

あ
ら
ゆ
る 

 

い
わ
ゆ
る 



中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
短
作
文
③
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                          

一 

例
を
参
考
に
、
次
に
示
す
語
句
を
使
っ
て
、
四
十
字
以
内
で
短
作
文
を
作
り
な
さ
い
。 

 

(

例)

【
堂
々
と
】 

 
 

→
彼
は
体
格
も
よ
く
冷
静
沈
着
な
性
格
な
の
で
、
街
を
行
く
に
も
堂
々
と
し
て
い
る
。 

 

       
 

○
【
来
た
る
】 

      
 
 

 

  

○
【
こ
っ
そ
り
】 

        

○
【
い
き
な
り
】 

       

二 

意
味
調
べ
を
し
て
、
語
句
の
意
味
を
定
着
さ
せ
な
さ
い
。 

  
 

 

 

《
ポ
イ
ン
ト
》 

 

・
与
え
ら
れ
た
語
句
の
意
味
を
正
し
く
理
解
す
る
。 

・
主
語
・
述
語
の
あ
る
完
全
な
文
と
し
、
解
答
欄
の
八
割
以
上
を
満
た
す
。 

 

・
場
面
や
条
件
を
設
定
し
、
説
得
力
の
あ
る
文
と
す
る
。 

 

・
与
え
ら
れ
た
語
句
が
、
文
中
で
適
切
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
検
討
す
る
。 

 

来
た
る 

 

こ
っ
そ
り 

 

い
き
な
り 



中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
短
作
文
④
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                          

一 

例
を
参
考
に
、
次
に
示
す
語
句
を
使
っ
て
、
四
十
字
以
内
で
短
作
文
を
作
り
な
さ
い
。 

 

(

例)

【
堂
々
と
】 

 
 

→
彼
は
体
格
も
よ
く
冷
静
沈
着
な
性
格
な
の
で
、
街
を
行
く
に
も
堂
々
と
し
て
い
る
。 

 

       
 

○
【
き
ょ
と
ん
と
】 

      
 
 

 

  

○
【
む
や
み
に
】 

        

○
【
ひ
っ
き
り
な
し
に
】 

       

二 

意
味
調
べ
を
し
て
、
語
句
の
意
味
を
定
着
さ
せ
な
さ
い
。 

  
 

 

 

《
ポ
イ
ン
ト
》 

 

・
与
え
ら
れ
た
語
句
の
意
味
を
正
し
く
理
解
す
る
。 

・
主
語
・
述
語
の
あ
る
完
全
な
文
と
し
、
解
答
欄
の
八
割
以
上
を
満
た
す
。 

 

・
場
面
や
条
件
を
設
定
し
、
説
得
力
の
あ
る
文
と
す
る
。 

 

・
与
え
ら
れ
た
語
句
が
、
文
中
で
適
切
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
検
討
す
る
。 

 

き
ょ
と
ん
と 

 

む
や
み
に 

 

ひ
っ
き
り
な
し
に 



中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
短
作
文
⑤
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                          

一 

例
を
参
考
に
、
次
に
示
す
語
句
を
使
っ
て
、
四
十
字
以
内
で
短
作
文
を
作
り
な
さ
い
。 

 

(

例)

【
堂
々
と
】 

 
 

→
彼
は
体
格
も
よ
く
冷
静
沈
着
な
性
格
な
の
で
、
街
を
行
く
に
も
堂
々
と
し
て
い
る
。 

 

       
 

○
【
た
く
み
に
】 

      
 
 

 

  

○
【
ま
る
で
】 

        

○
【
ま
さ
か
】 

       

二 

意
味
調
べ
を
し
て
、
語
句
の
意
味
を
定
着
さ
せ
な
さ
い
。 

  
 

 

 

《
ポ
イ
ン
ト
》 

 

・
与
え
ら
れ
た
語
句
の
意
味
を
正
し
く
理
解
す
る
。 

・
主
語
・
述
語
の
あ
る
完
全
な
文
と
し
、
解
答
欄
の
八
割
以
上
を
満
た
す
。 

 

・
場
面
や
条
件
を
設
定
し
、
説
得
力
の
あ
る
文
と
す
る
。 

 

・
与
え
ら
れ
た
語
句
が
、
文
中
で
適
切
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
検
討
す
る
。 

 

た
く
み
に 

 

ま
る
で 

 

ま
さ
か 



中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
短
作
文
⑥
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                          

一 

例
を
参
考
に
、
次
に
示
す
語
句
を
使
っ
て
、
四
十
字
以
内
で
短
作
文
を
作
り
な
さ
い
。 

 

(

例)

【
口
が
か
た
い
】 

 
 

→
親
友
の
彼
は
口
が
か
た
い
か
ら
、
ど
ん
な
秘
密
で
も
安
心
し
て
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

       
 

○
【
舌
を
ま
く
】 

      
 
 

 

  

○
【
手
を
や
く
】 

        

○
【
歯
が
た
た
な
い
】 

       

二 

意
味
調
べ
を
し
て
、
語
句
の
意
味
を
定
着
さ
せ
な
さ
い
。 

  
 

 

 

《
ポ
イ
ン
ト
》 

 

・
与
え
ら
れ
た
慣
用
句
の
意
味
を
正
し
く
理
解
す
る
。 

・
主
語
・
述
語
の
あ
る
完
全
な
文
と
し
、
解
答
欄
の
八
割
以
上
を
満
た
す
。 

 

・
場
面
や
条
件
を
設
定
し
、
説
得
力
の
あ
る
文
と
す
る
。 

 

・
与
え
ら
れ
た
慣
用
句
が
、
文
中
で
適
切
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
検
討
す
る
。 

 

舌
を
ま
く 

 

手
を
や
く 

 

歯
が
た
た
な
い 



中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
短
作
文
⑦
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                          

一 

例
を
参
考
に
、
次
に
示
す
語
句
を
使
っ
て
、
四
十
字
以
内
で
短
作
文
を
作
り
な
さ
い
。 

 

(

例)

【
口
が
か
た
い
】 

 
 

→
親
友
の
彼
は
口
が
か
た
い
か
ら
、
ど
ん
な
秘
密
で
も
安
心
し
て
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

      
 

○
【
鼻
に
か
け
る
】 

      
 
 

 

  

○
【
耳
が
痛
い
】 

        

○
【
鼻
で
あ
し
ら
う
】 

       

二 

意
味
調
べ
を
し
て
、
語
句
の
意
味
を
定
着
さ
せ
な
さ
い
。 

  
 

 

 

《
ポ
イ
ン
ト
》 

 

・
与
え
ら
れ
た
慣
用
句
の
意
味
を
正
し
く
理
解
す
る
。 

・
主
語
・
述
語
の
あ
る
完
全
な
文
と
し
、
解
答
欄
の
八
割
以
上
を
満
た
す
。 

 

・
場
面
や
条
件
を
設
定
し
、
説
得
力
の
あ
る
文
と
す
る
。 

 

・
与
え
ら
れ
た
慣
用
句
が
、
文
中
で
適
切
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
検
討
す
る
。 

 

鼻
に
か
け
る 

 

耳
が
痛
い 

 

鼻
で
あ
し
ら
う 



中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
短
作
文
⑧
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                          

一 

例
を
参
考
に
、
次
に
示
す
語
句
を
使
っ
て
、
四
十
字
以
内
で
短
作
文
を
作
り
な
さ
い
。 

 

(

例)

【
口
が
か
た
い
】 

 
 

→
親
友
の
彼
は
口
が
か
た
い
か
ら
、
ど
ん
な
秘
密
で
も
安
心
し
て
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

       
 

○
【
目
に
あ
ま
る
】 

      
 
 

 

  

○
【
首
を
長
く
す
る
】 

        

○
【
腹
を
わ
る
】 

       

二 

意
味
調
べ
を
し
て
、
語
句
の
意
味
を
定
着
さ
せ
な
さ
い
。 

  
 

 

 

《
ポ
イ
ン
ト
》 

 

・
与
え
ら
れ
た
慣
用
句
の
意
味
を
正
し
く
理
解
す
る
。 

・
主
語
・
述
語
の
あ
る
完
全
な
文
と
し
、
解
答
欄
の
八
割
以
上
を
満
た
す
。 

 

・
場
面
や
条
件
を
設
定
し
、
説
得
力
の
あ
る
文
と
す
る
。 

 

・
与
え
ら
れ
た
慣
用
句
が
、
文
中
で
適
切
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
検
討
す
る
。 

 

目
に
あ
ま
る 

 

首
を
長
く
す
る 

 

腹
を
わ
る 



中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
短
作
文
⑨
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                          

一 

例
を
参
考
に
、
次
に
示
す
語
句
を
使
っ
て
、
四
十
字
以
内
で
短
作
文
を
作
り
な
さ
い
。 

 

(

例)

【
口
が
か
た
い
】 

 
 

→
親
友
の
彼
は
口
が
か
た
い
か
ら
、
ど
ん
な
秘
密
で
も
安
心
し
て
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

       
 

○
【
二
の
足
を
ふ
む
】 

      
 
 

 

  

○
【
鼻
を
あ
か
す
】 

        

○
【
目
が
な
い
】 

       

二 

意
味
調
べ
を
し
て
、
語
句
の
意
味
を
定
着
さ
せ
な
さ
い
。 

  
 

 

 

《
ポ
イ
ン
ト
》 

 

・
与
え
ら
れ
た
慣
用
句
の
意
味
を
正
し
く
理
解
す
る
。 

・
主
語
・
述
語
の
あ
る
完
全
な
文
と
し
、
解
答
欄
の
八
割
以
上
を
満
た
す
。 

 

・
場
面
や
条
件
を
設
定
し
、
説
得
力
の
あ
る
文
と
す
る
。 

 

・
与
え
ら
れ
た
慣
用
句
が
、
文
中
で
適
切
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
検
討
す
る
。 

 

二
の
足
を
ふ
む 

 

鼻
を
あ
か
す 

 

目
が
な
い 



中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
短
作
文
⑩
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                          

一 

例
を
参
考
に
、
次
に
示
す
語
句
を
使
っ
て
、
四
十
字
以
内
で
短
作
文
を
作
り
な
さ
い
。 

 

(

例)

【
口
が
か
た
い
】 

 
 

→
親
友
の
彼
は
口
が
か
た
い
か
ら
、
ど
ん
な
秘
密
で
も
安
心
し
て
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

       
 

○
【
息
を
の
む
】 

      
 
 

 

  

○
【
気
が
お
け
な
い
】 

        

○
【
歯
に
衣
着
せ
ぬ
】 

       

二 

意
味
調
べ
を
し
て
、
語
句
の
意
味
を
定
着
さ
せ
な
さ
い
。 

  
 

 

 

《
ポ
イ
ン
ト
》 

 

・
与
え
ら
れ
た
慣
用
句
の
意
味
を
正
し
く
理
解
す
る
。 

・
主
語
・
述
語
の
あ
る
完
全
な
文
と
し
、
解
答
欄
の
八
割
以
上
を
満
た
す
。 

 

・
場
面
や
条
件
を
設
定
し
、
説
得
力
の
あ
る
文
と
す
る
。 

 

・
与
え
ら
れ
た
慣
用
句
が
、
文
中
で
適
切
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
検
討
す
る
。 

 

息
を
の
む 

 

気
が
お
け
な
い 

 

歯
に
衣
着
せ
ぬ 



中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
条
件
作
文
①
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※
こ
の
課
題
の
シ
ー
ト
に
は
、
解
答
・
解
説
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

一 

「
健
康
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
あ
と
の
【
注
意
】
に
従
っ
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
き
な
さ
い
。 

 

【
注
意
】 

□ 

⑴
段
落
や
構
成
に
注
意
し
て
、
自
分
の
体
験
（
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
な
ど 

も
含
む
）
を
踏
ま
え
て
書
く
こ
と
。 

□ 

⑵
文
章
は
、
十
三
行
以
上
、
十
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

□ 

⑶
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、
文
字
、
仮
名
遣
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。 

□ 

⑷
題
名
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と
。 

  



中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
条
件
作
文
②
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

            
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※
こ
の
課
題
の
シ
ー
ト
に
は
、
解
答
・
解
説
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

一 

次
の
Ａ
～
Ｃ
の
言
葉
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
言
葉
に
関
す
る
自
分
の
体
験
や
感
想
を
、
あ
と

の
【
注
意
】
に
従
っ
て
、
書
き
な
さ
い
。 

Ａ 

歳
月
人
を
待
た
ず 

 

Ｂ 

転
ば
ぬ
先
の
つ
え 

 

Ｃ 

好
き
こ
そ
物
の
上
手
な
れ 

【
注
意
】 

□ 

⑴
二
段
落
構
成
で
書
く
こ
と
。 

□ 

⑵
文
章
は
、
十
三
行
以
上
、
十
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

□ 

⑶
題
名
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と
。 

□ 

⑷
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、
文
字
、
仮
名
遣
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。 

  



中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
条
件
作
文
③
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※
こ
の
課
題
の
シ
ー
ト
に
は
、
解
答
・
解
説
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

一 

あ
な
た
が
、
こ
れ
ま
で
学
級
の
全
員
が
参
加
し
て
話
し
合
っ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
事
柄
の
中
か
ら
一

つ
選
び
、
そ
の
内
容
の
お
よ
そ
を
紹
介
し
、
そ
れ
に
対
す
る
あ
な
た
の
考
え
や
感
想
を
、
あ
と
の

【
注
意
】
に
従
っ
て
、
書
き
な
さ
い
。 

【
注
意
】 

□ 

⑴
段
落
や
構
成
に
注
意
し
て
書
く
こ
と
。 

□ 

⑵
文
章
は
、
十
三
行
以
上
、
十
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

□ 

⑶
題
名
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と
。 

□ 

⑷
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、
文
字
、
仮
名
遣
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。 

  



中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
条
件
作
文
④
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※
こ
の
課
題
の
シ
ー
ト
に
は
、
解
答
・
解
説
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

一 

次
に
示
す
「
論
語
」
の
孔
子
の
言
葉
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
を
選
び
、
あ
と
の
【
注
意
】
に
従
っ
て
、
あ
な
た
の
考

え
を
書
き
な
さ
い
。 

Ａ 

お
の
れ
の
欲
せ
ざ
る
と
こ
ろ
、
人
に
施
す
こ
と
な
か
れ
。（
自
分
が
し
て
ほ
し
く
な
い
こ
と
を
、
他
人
に
し
て 

は
な
ら
な
い
。） 

Ｂ 

あ
や
ま
ち
て
改
め
ざ
る
、
こ
れ
を
あ
や
ま
ち
と
い
ふ
。（
あ
や
ま
ち
を
し
て
も
、
改
め
な
い
。
こ
れ
を
本
当
の 

あ
や
ま
ち
と
い
う
。） 

【
注
意
】 

□ 

⑴
段
落
や
構
成
に
注
意
し
て
、
自
分
の
体
験
（
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
な
ど
も
含
む
） 

を
踏
ま
え
て
書
く
こ
と
。 

□ 

⑵
文
章
は
、
十
三
行
以
上
、
十
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

□ 

⑶
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、
文
字
、
仮
名
遣
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。 

□ 

⑷
題
名
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と
。 

  



中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
条
件
作
文
⑤
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※
こ
の
課
題
の
シ
ー
ト
に
は
、
解
答
・
解
説
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

一 

「
伝
統
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
あ
と
の
【
注
意
】
に
従
っ
て
、 

あ
な
た
の
考
え
を
書
き
な
さ
い
。 

【
注
意
】 

□ 

⑴
二
段
落
構
成
で
書
く
こ
と
。 

□ 

⑵
「
伝
統
」
に
関
わ
る
例
を
示
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を
明
確
に
述
べ
る
こ
と
。 

□ 

⑶
文
章
は
、
十
三
行
以
上
、
十
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

□ 

⑷
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、
文
字
、
仮
名
遣
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。 

□ 

⑸
題
名
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と
。 

  



中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
条
件
作
文
⑥
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※
こ
の
課
題
の
シ
ー
ト
に
は
、
解
答
・
解
説
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

一 

次
に
あ
げ
る
意
見
に
対
し
、《
賛
成
》、《
反
対
》
の
、
い
ず
れ
か
の
立
場
を
選
択
し
、
あ
と
の
【
注

意
】
に
従
っ
て
、
あ
な
た
の
意
見
を
書
き
な
さ
い
。 

【
意
見
】
中
学
生
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
必
要
な
い
。 

【
注
意
】 

□ 

⑴
二
段
落
構
成
で
書
き
、
一
段
落
目
に
立
場
を
明
記
し
、
二
段
落
目
に
そ
の
理
由
を
書
く
こ
と
。 

□ 

⑵
文
章
は
、
十
三
行
以
上
、
十
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

□ 

⑶
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、
文
字
、
仮
名
遣
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。 

□ 

⑷
題
名
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と
。 

  



中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
条
件
作
文
⑦
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                               

※
こ
の
課
題
の
シ
ー
ト
に
は
、
解
答
・
解
説
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

一 

次
の
資
料
は
、
文
化
庁
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
「
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
結
果
の
一
部
で
す
。

こ
の
資
料
を
ふ
ま
え
、
あ
な
た
の
考
え
を
次
の
注
意
に
従
っ
て
書
き
な
さ
い
。 

 

【
注
意
】 

 

□ 

⑴
段
落
や
構
成
に
注
意
し
て
、
自
分
の
体
験
（
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
な
ど
も
含
む
）
を
ふ
ま
え 

 
 
 

 

て
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑵
文
章
は
、
十
三
行
以
上
、
十
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑶
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、
文
字
、
仮
名
遣
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑷ 

題
名
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
原
稿
用
紙
は
、
別
紙
の
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

「日本に来て間もない外国人と日本語で会話するとしたら、どのような

配慮をする必要があると思うか。」 

〈資料〉 

 

・ゆっくりと話すように心がける・・・・・・・・・・・６１．２％ 

・なるべく簡単な言葉を選ぶ・・・・・・・・・・・・・５７．８％ 

・必要に応じて、絵や記号を使ったり身振り・手振りを交えて話す・・・・・・４８．８％ 

・はっきりと発音するように心がける・・・・・・・・・３４．５％ 

・必要に応じて英語を交えて話す・・・・・・・・・・・３１．３％ 

・なるべく短い言葉で話す・・・・・・・・・・・・・・３０．２％ 

・相手がよく理解できるまで繰り返し話す・・・・・・・２９．４％ 

・必要に応じてその外国人の母語を交えて話す・・・・・ ６．８％ 

・特に配慮をする必要はない・・・・・・・・・・・・・ ３．１％ 

文化庁 平成２２年度「国語に関する世論調査」の結果より 



中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
条
件
作
文
⑧
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                               

※
こ
の
課
題
の
シ
ー
ト
に
は
、
解
答
・
解
説
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

一 

次
の
資
料
は
、「
日
本
の
誇
り
」
に
つ
い
て
世
論
調
査
を
行
っ
た
結
果
の
一
部
で
す
。
こ
の
資
料
を

ふ
ま
え
、
あ
な
た
の
思
う
「
日
本
の
誇
り
」
に
つ
い
て
、
次
の
注
意
に
従
っ
て
書
き
な
さ
い
。 

 

【
注
意
】 

 

□ 

⑴
段
落
や
構
成
に
注
意
し
て
、
自
分
の
体
験
（
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
な
ど
も
含
む
）
を
ふ
ま
え 

 
 
 

 

て
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑵
文
章
は
、
十
三
行
以
上
、
十
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑶
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、
文
字
、
仮
名
遣
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑷
題
名
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と
。 

★
原
稿
用
紙
は
、
別
紙
の
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

      内閣府 「社会意識に関する世論調査」の結果より 

   平成２７年１月 



中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
条
件
作
文
⑨
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                               

※
こ
の
課
題
の
シ
ー
ト
に
は
、
解
答
・
解
説
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

一 

次
の
資
料
は
、
文
化
庁
に
よ
る
「
カ
タ
カ
ナ
語
の
意
味
が
わ
か
る
か
」
と
い
う
調
査
結
果
で
す
。

こ
れ
を
見
て
、「
カ
タ
カ
ナ
語
の
使
用
」
と
い
う
題
で
、
あ
な
た
の
考
え
を
次
の
注
意
に
従
っ
て
書

き
な
さ
い
。 

 

【
注
意
】 

 

□ 

⑴
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
必
ず
入
れ
る
こ
と
。 

 

□ 

⑵
二
段
落
以
上
の
構
成
で
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑶
文
章
は
、
十
三
行
以
上
、
十
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑷
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、
文
字
、
仮
名
遣
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑸
題
名
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
原
稿
用
紙
は
、
別
紙
の
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 



中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
条
件
作
文
⑩
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                               

※
こ
の
課
題
の
シ
ー
ト
に
は
、
解
答
・
解
説
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

一 

次
の
資
料
は
、
文
化
庁
に
よ
る
「『
美
し
い
日
本
語
』
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
思
う
か
、
思
わ
な
い

か
」
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
で
す
。
こ
れ
を
見
て
、「
美
し
い
日
本
語
」
と
い
う
題
で
、
あ
な
た
の

考
え
を
次
の
注
意
に
従
っ
て
書
き
な
さ
い
。 

 

【
注
意
】 

 

□ 

⑴
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
必
ず
入
れ
る
こ
と
。 

 

□ 

⑵
二
段
落
以
上
の
構
成
で
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑶
文
章
は
、
十
三
行
以
上
、
十
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑷
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、
文
字
、
仮
名
遣
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑸
題
名
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
原
稿
用
紙
は
、
別
紙
の
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 



中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
条
件
作
文
⑪
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

 

 

※
こ
の
課
題
の
シ
ー
ト
に
は
、
解
答
・
解
説
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
条
件
作
文
⑫
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

一 

次
に
書
か
れ
た
名
言
に
つ
い
て
、
あ
と
の
【
注
意
】
に
従
っ
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
き
な
さ
い
。 

  
 

「
負
け
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
の
が
い
つ
か
大
き
な
財
産
に
な
る
。 

「
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
」
よ
り 

 

【
注
意
】 

□ 

⑴
段
落
や
構
成
に
注
意
し
て
、
自
分
の
体
験
（
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
な
ど
も
含
む
）
を 

踏
ま
え
て
書
く
こ
と
。 

□ 

⑵
文
章
は
、
十
三
行
以
上
、
十
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

□ 

⑶
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、
文
字
、
仮
名
遣
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。 

□ 

⑷
題
名
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と
。 

  

一 
あ
な
た
は
「
私
の
住
む
街
の
良
さ
」
に
つ
い
て
ク
ラ
ス
で
発
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

あ
と
の
【
注
意
】
に
従
っ
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
き
な
さ
い
。 

 

【
注
意
】 

□ 

⑴
段
落
や
構
成
に
注
意
し
て
、
自
分
の
体
験
（
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
な
ど
も
含
む
）
を 

踏
ま
え
て
書
く
こ
と
。 

□ 

⑵
文
章
は
、
十
三
行
以
上
、
十
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

□ 

⑶
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、
文
字
、
仮
名
遣
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。 

□ 

⑷
題
名
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と
。 

  

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

15 

 

13 

            

 



 

※
こ
の
課
題
の
シ
ー
ト
に
は
、
解
答
・
解
説
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
条
件
作
文
⑬
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
こ
の
課
題
の
シ

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

15 

 

13 

            

 

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

15 

 

13 

            

 

一 

「
自
分
の
長
所
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
あ
と
の
【
注
意
】
に
従
っ
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
き
な 

 
 

さ
い
。 

 

【
注
意
】 

□ 

⑴
段
落
や
構
成
に
注
意
し
て
、
自
分
の
体
験
（
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
な
ど 

も
含
む
）
を
踏
ま
え
て
書
く
こ
と
。 

□ 

⑵
文
章
は
、
十
三
行
以
上
、
十
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

□ 

⑶
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、
文
字
、
仮
名
遣
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。 

□ 

⑷
題
名
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と
。 

 



ー
ト
に
は
、
解
答
・
解
説
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
条
件
作
文
⑭
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

          

 

※
こ
の
課
題
の
シ
ー
ト
に
は
、
解
答
・
解
説
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
条
件
作
文
⑮
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 
 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

           

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

15 

 

13 

            

 

一 

次
の
ふ
た
つ
の
こ
と
わ
ざ
の
う
ち
、
あ
な
た
が
生
き
る
上
で
大
切
に
し
た
い
と
思
う
の
は
ど
ち
ら 

 
 

で
す
か
。
あ
と
の
【
注
意
】
に
従
っ
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
き
な
さ
い
。 

  
 
 

Ａ 

善
は
急
げ 

 
 
 

Ｂ 

急
が
ば
回
れ 

【
注
意
】 

□ 

⑴
段
落
や
構
成
に
注
意
し
て
、
自
分
の
体
験
（
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
な
ど 

も
含
む
）
を
踏
ま
え
て
書
く
こ
と
。 

□ 

⑵
文
章
は
、
十
三
行
以
上
、
十
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

□ 

⑶
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、
文
字
、
仮
名
遣
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。 

□ 

⑷
題
名
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                              

 

※
こ
の
課
題
の
シ
ー
ト
に
は
、
解
答
・
解
説
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
条
件
作
文
⑯
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

           

一 

次
の
「
生
活
時
間
」
に
つ
い
て
他
の
県
と
埼
玉
県
を
比
較
し
た
表
を
も
と
に
、
あ
と
の
【
注
意
】

に
従
っ
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
き
な
さ
い
。 

  

資
料 

   
 

                     

【
注
意
】 

□ 

⑴
段
落
構
成
に
注
意
し
て
、
自
分
の
体
験
（
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
な
ど
を
含
む
）
を
踏
ま
え
て 

 
 

 

 

書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑵
文
章
は
、
十
三
行
以
上
、
十
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑶
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、
文
字
、
仮
名
遣
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑷
題
名
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
原
稿
用
紙
は
、
別
紙
の
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※
こ
の
課
題
の
シ
ー
ト
に
は
、
解
答
・
解
説
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
条
件
作
文
⑰
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 
 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

           

一 

「
環
境
を
守
る
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
次
の
資
料
を
も
と
に
、
意
見
発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
際
に
出
た
、
三
つ
の
意
見
を
読
み
、
あ
と
の
【
注
意
】
に
従
っ
て
、
あ
な
た
の
考
え
を 

書
き
な
さ
い
。 

 

 

意
見
１ 

「
普
段
か
ら
少
し
ず
つ
環
境
に
優
し
い
行
動
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」 
 

 

意
見
２ 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
体
験
活
動
に
も
っ
と
積
極
的
に
参
加
し
た
方
が
良
い
」 

 

意
見
３ 

「
環
境
に
対
す
る
意
識
が
低
い
人
が
多
い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
」 

 

【
注
意
】 

□ 

⑴
段
落
や
構
成
に
注
意
し
て
、
自
分
の
体
験
（
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
な
ど
も
含
む
）
を 

踏
ま
え
て
書
く
こ
と
。 

□ 

⑵
文
章
は
、
十
三
行
以
上
、
十
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

□ 

⑶
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、
文
字
、
仮
名
遣
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。 

□ 

⑷
題
名
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
原
稿
用
紙
は
、
別
紙
の
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

環境配慮行動の実施意向（環境省より） 意
見
Ａ 

 

埼
玉
県
の
マ
ー
ク
は
、
埼
玉
県
の
名
前
の
由
来
に
も
な
っ
て
い

る
ま
が
玉
が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
埼
玉
県
を
よ
く
表

し
て
い
て
、
良
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
白
地
に
赤
の
マ
ー
ク
は

日
本
の
国
旗
に
も
近
い
の
で
、
伝
統
的
で
力
強
い
と
思
い
ま
す
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                              

 

※
こ
の
課
題
の
シ
ー
ト
に
は
、
解
答
・
解
説
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
条
件
作
文
⑱
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

           

一 

ク
ラ
ス
で
埼
玉
県
の
県
章
に
つ
い
て
話
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
出
た
次
の
二
つ
の
意
見

を
読
み
、
あ
と
の
【
注
意
】
に
従
っ
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
き
な
さ
い
。 

  
 

   
 

              

【
注
意
】 

□ 

⑴
段
落
構
成
に
注
意
し
て
、
自
分
の
体
験
（
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
な
ど
を
含
む
）
を
踏
ま
え
て 

 
 

 

 

書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑵
文
章
は
、
十
三
行
以
上
、
十
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑶
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、
文
字
、
仮
名
遣
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑷
題
名
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
原
稿
用
紙
は
、
別
紙
の
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

意
見
Ｂ 

 

埼
玉
県
の
マ
ー
ク
は
、
シ
ン
プ
ル
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。
も
っ

と
、
若
者
に
馴
染
み
や
す
い
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
マ
ー
ク
の
方

が
良
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
他
の
県
な
ら
、
そ
の
土
地
の
特
徴

を
表
し
た
も
の
を
図
式
化
し
て
い
ま
す
。
埼
玉
県
ら
し
さ
を
も
っ

と
出
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                             

 

 

※
こ
の
課
題
の
シ
ー
ト
に
は
、
解
答
・
解
説
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
条
件
作
文
⑲
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 
 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

           

一 

次
の
「
美
術
館
・
博
物
館
で
の
鑑
賞
経
験
」
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
Ａ
さ
ん
が
ク
ラ

ス
で
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
の
意
見
に
対
す
る
、
あ
な
た
の
考
え
を
、
あ
と
の
【
注
意
】

に
従
っ
て
書
き
な
さ
い
。 

 

資
料 

                   

Ａ
さ
ん
の
発
表 

         

【
注
意
】 

□ 

⑴
段
落
構
成
に
注
意
し
て
、
自
分
の
体
験
（
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
な
ど
を
含
む
）
を
踏
ま
え
て 

 
 

 

 

書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑵
文
章
は
、
十
三
行
以
上
、
十
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑶
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、
文
字
、
仮
名
遣
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑷
題
名
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
原
稿
用
紙
は
、
別
紙
の
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

「文化に関する世論調査－平成２１年１１月－」（内閣府）による 

 

こ
の
調
査
か
ら
、
多
く
の
人
が
直
接
美
術
館
や
博
物
館
を
訪
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
そ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
で
す
。 

 

実
際
に
美
術
館
を
訪
れ
な
く
て
も
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
し
、
博
物
館
に
行
か
な
く
て
も
、
家
に
い
な
が
ら
手
軽
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。 

 

し
か
し
、
私
は
、
実
際
に
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品
や
資
料
を
見
に
行
く
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
特
に
、
歴
史
的
に
重
要
な
作
品
な
ど
は
、
実
物
を
間
近
で
見
て
初
め
て
、
そ
の
良
さ
を
気

づ
け
る
も
の
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
多
く
の
人
の
美
術
館
や
博
物
館
を
訪
れ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                              

 

※
こ
の
課
題
の
シ
ー
ト
に
は
、
解
答
・
解
説
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

中
学
校 

国
語 

 

作
文 

～
条
件
作
文
⑳
～ 

（ 
 
 

）
年
（ 

 
 

）
組
（ 

 
 

）
番 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一 

次
の
Ａ
子
さ
ん
の
発
表
を
読
み
、
そ
れ
に
対
す
る
あ
な
た
の
考
え
を
、
次
の
注
意
に
従
っ
て 

 
 

書
き
な
さ
い
。 

  
 

                  

【
注
意
】 

□ 

⑴
段
落
構
成
に
注
意
し
て
、
自
分
の
体
験
（
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
な
ど
を
含
む
）
を
踏
ま
え
て 

 
 

 

 

書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑵
文
章
は
、
十
三
行
以
上
、
十
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑶
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、
文
字
、
仮
名
遣
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑷
題
名
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
原
稿
用
紙
は
、
別
紙
の
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ａ
子
さ
ん
の
発
表 

  

災
害
時
に
は
、
子
供
や
お
年
寄
り
と
同
じ
よ
う
に
、
避
難
を
優
先
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
言
葉
の
通
じ
な
い
外
国
人
旅
行
者
で
す
。 

 

外
国
人
旅
行
者
の
数
は
年
々
増
加
し
、
二
○
一
五
年
に
は
二
千
万
人
に
達
し
て
い
ま
す
。

特
に
東
京
や
京
都
な
ど
都
市
部
や
観
光
名
所
な
ど
で
は
、
外
国
人
を
多
く
見
か
け
ま
す
。

そ
れ
に
、
今
、
日
本
で
は
外
国
人
旅
行
者
を
増
や
す
取
組
も
、
多
く
の
自
治
体
で
行
っ
て

い
ま
す
。 

日
本
人
の
私
た
ち
は
、
避
難
指
示
が
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
外
国
人
旅
行
者

の
人
た
ち
は
指
示
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
日
本
を
気
に
入
っ
て
く
れ

た
り
、
日
本
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
り
し
て
、
日
本
を
訪
れ
て
く
れ
た
人
た
ち
を
私
た

ち
、
日
本
人
が
守
る
の
は
当
た
り
前
だ
と
思
い
ま
す
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
災
害
時
に
は
言
葉
の
通
じ
な
い
外
国
人
旅
行
者
を
優
先
し
て
避
難
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 



 

※
こ
の
課
題
の
シ
ー
ト
に
は
、
解
答
・
解
説
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

一 

国
語
の
授
業
で
、「
変
化
す
る
言
葉
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
次
の
資
料
を
読
み
、
話
合
い
活
動
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
と
の
【
注
意
】
に
従
っ
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
書
き
な
さ
い
。 

  

資
料 

言
葉
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
う
ち
は
、
そ
こ
に
イ
ノ
チ
が
あ
る
も
の
だ
。 

 

十
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
、
ラ
ジ
オ
や
新
聞
の
天
気
予
報
に
、
明
日
は
晴
レ
ガ
チ
の
お
天
気
で
す
、

と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
大
体
古
来
の
※

慣
用
か
ら
い
え
ば
、
何
々
シ
ガ
チ
と
い
う
の
は
、
悪

い
方
向
に
傾
い
て
行
く
と
き
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
病
気
シ
ガ
チ
だ
と
か
、
貧
乏
シ
ガ
チ
だ
と
か

と
い
う
。
決
し
て
丈
夫
に
な
り
ガ
チ
だ
の
、
金
を
儲 も

う

け
ガ
チ
だ
の
と
は
言
わ
な
い
も
の
だ
。
天
気

の
場
合
は
ク
モ
リ
ガ
チ
と
は
い
っ
た
も
の
だ
が
、
晴
れ
ガ
チ
な
ん
て
慣
用
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。 

 

け
れ
ど
も
こ
う
し
て
ラ
ジ
オ
や
新
聞
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
う
ち
に
は
、
そ
れ
が
現
行
の
も
の
と

な
り
、
実
在
し
て
し
ま
う
か
ら
仕
方
が
な
い
。
言
葉
の
場
合
な
ど
は
慣
用
が
絶
対
だ
と
い
う
法
則

は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
は
文
法
に
、
ガ
チ
の
慣
用
の
う
ち
で
晴
レ
ガ
チ
だ
け
が
不
規
則
、

と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
、
言
葉
の
方
に
文
法
を
動
か
し
て
行
く
力
が
あ
る
。
言
葉
と
は
元
々

そ
う
い
う
も
の
で
、
文
法
が
あ
っ
て
言
葉
が
で
き
た
ワ
ケ
で
は
な
く
、
言
葉
が
あ
っ
て
、
文
法
が

で
き
た
の
で
あ
る
。 

坂
口
安
吾 

「
敬
語
論
」
よ
り
抜
粋 

 

 

※
一
部
表
記
に
訂
正
あ
り 

 
 
 
 

 

※ 

慣
用
…
一
般
的
な
使
い
方 

  

【
注
意
】 

 

□ 

⑴
段
落
や
構
成
に
注
意
し
て
、
自
分
の
体
験
（
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
を
含
む
）
を
踏
ま
え
て 

書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑵
文
章
は
、
十
三
行
以
上
、
十
五
行
以
内
で
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑶
原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
、
文
字
、
仮
名
遣
い
も
正
確
に
書
く
こ
と
。 

 

□ 

⑷
題
名
・
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
原
稿
用
紙
は
、
別
紙
の
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


